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次
に
、新
し
い
役
員
の
選

出
と
、神
奈
川
県
支
部
を
ど

う
盛
り
上
げ
て
い
く
か
、役

員
及
び
校
友
会
員
を
ど
う

増
や
し
て
い
く
か
、相
談
と

話
し
合
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
役
員
は
次
の
よ
う
に
決

ま
り
ま
し
た
。

　
支
部
長
　
　
黒
澤 

大
治

　
副
支
部
長
　
本
間  

道
明

　
会
　
計
　
　
千
葉 

　
敦

　
今
後
、新
し
い
役
員
と
と

も
に
、校
友
会
の
皆
様
、卒

業
生
の
皆
様
の
お
力
を
お

借
り
し
な
が
ら
、よ
り
良
い

神
奈
川
県
支
部
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

年
、神
奈
川
県
に
も
い
ろ
い

ろ
な
競
技
会
場
が
あ
り
、い

そ
が
し
い
卒
業
生
も
い
る
で

し
ょ
う
、が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
。次
回
の
総
会
は
ま
だ

決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　  （
文
責
　
本
間
　
道
明
）

　
令
和
元
年
９
月
28
日
㈯
正

午
か
ら
大
阪
市
北
区
梅
田
の

和
食
店「
桂
」に
て
、大
阪
府

支
部
令
和
元
年
度
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。オ
ー
ル
日

大
校
友
会
大
阪
支
部
か
ら
冨

浩
一
郎
幹
事
長
、近
隣
支
部

か
ら
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
長
で
も

あ
る
立
花
初
代
奈
良
県
支
部

長
、妹
尾
健
京
都
府
副
支
部

長
を
来
賓
と
し
て
迎
え
、初

参
加
の
校
友
２
名
を
含
む
16

名
の
出
席
で
開
催
。

　
重
森
淑
美
幹
事
の
司
会
で

始
ま
り
、校
歌
斉
唱
、出
席

者
の
自
己
紹
介
に
続
き
、議

事
へ
。矢
田
支
部
長
の
議
事

進
行
の
下
、平
成
30
年
度
活

動
報
告
、同
年
度
会
計
報
告

が
行
わ
れ
、全
会
一
致
で
了

承
さ
れ
ま
し
た
。次
い
で
、令

和
元
年
度
活
動
計
画
も
全

会
一
致
で
了
承
さ
れ
、総
会

を
終
了
。懇
親
会
に
先
立
ち
、

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
岡
持
慶

子
さ
ん
、喜
寿
を
迎
え
ら
れ

た
吉
岡
悦
子
さ
ん
へ
花
束
の

贈
呈
が
行
わ
れ
、そ
の
後
記

念
撮
影
。

　
懇
親
会
は
、矢
田
支
部
長

の
開
宴
宣
言
、冨
幹
事
長
の

乾
杯
で
始
ま
り
、料
理
を
食

し
つ
つ
歓
談
し
、親
睦
を
深

め
ま
し
た
。立
花
奈
良
県
支

部
長
の
閉
会
挨
拶
で
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。こ
の
後
、時

間
の
都
合
が
つ
く
有
志
が
、

近
く
の
喫
茶
店
に
移
動
し
、

約
２
時
間
歓
談
し
て
散
会
し

ま
し
た
。

　
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の
関

係
で
開
催
日
時
の
変
更
も
あ

り
ま
し
た
が
、無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。令

和
２
年
度
は
、こ
の
秋
に
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
と
し
て
開

催
予
定
で
す
。多
く
の
ご
参

加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
つ
つ
、

今
回
の
報
告
を
締
め
る
こ
と

に
し
ま
す
。

　  （
文
責
　
矢
田
　
健
一郎
）

徳

　島

　県

　支

　部

山

　口

　県

　支

　部

宮

　崎

　県

　支

　部

大

　阪

　府

　支

　部

島

　根

　県

　支

　部

　
令
和
２
年
２
月
29
日
㈯
18

時
。於
松
江
市
サ
ン
ラ
ポ
ー

む
ら
く
も
。参
加
者
・
坂
本
、

宮
崎
、岩
崎
、河
津
４
名
。

　
議
事

一、令
和
元
年
度
決
算
報
告

　
　   

岩
崎
幸
夫
会
計
幹
事

二
、会
務
報
告
　 

坂
本
育
穂

◇
平
成
30
年
度
島
根
県
総

会
、31
・３
・９
、出
席
３
名
。

◇
広
島
県
総
会
、

令
和
１・４・
29
、坂
本
出
席
。

◇
第
48
回
全
国
定
期
総
会
、

５
・
25
、坂
本
出
席
。

◇
第
39
回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
総

会
、山
口
県
主
催
、於
山
口

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
、８
・
31
、

川
又
祐
通
信
教
育
部
長
・
鈴

木
勝
通
信
教
育
部
校
友
会

長
他
17
名
。

・
次
期
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
長
、　

谷
川
正
徳
氏（
広
島
）新
任
。

坂
本
退
任
。

・
令
和
２
年
度
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
総
会
、広
島
県
に
決
定
。

・
鳥
取
県
支
部
不
参
加
。

◇
三
役
会
・
新
年
会
、

令
和
２・１・
18
、於
日
本
大

学
桜
門
会
館
、坂
本
出
席
。

◇「
日
大
島
根
桜
信
会
便
り
」

　
令
和
元（
２
０
１
９
）年

12
月
７
日
㈯
14
時
半
よ
り
山

口
市「
山
口
県
婦
人
教
育
文

化
会
館
」に
お
い
て
、支
部

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。出

席
は
、本
部
役
員
と
し
て
村

田
義
和
副
幹
事
長
及
び
支
部

６
名
に
加
え
て
、今
年
も
岡

山
の
大
黒
圭
子
さ
ん
出
席

で
、計
８
名
で
す
。

　
総
会
開
始
前
に
支
部
長
か

ら
訃
報（
伊
藤
泉
宗
様
）を

告
げ
て
黙
と
う
を
捧
げ
、会

の
進
行
と
な
り
ま
し
た
。

 

一、開
会
挨
拶（
支
部
長
）

二
、来
賓
挨
拶（
村
田
氏
）

三
、議
事

①
平
成
30
・
令
和
元
年
度
事

　
業
報
告
、支
部
総
会
、定

　
期
総
会（
東
京
）及
び
中

　
国
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
、校
友

　
会
報
・
支
部
会
報
配
布

②
令
和
２
年
度
事
業
計
画
、

　
支
部
総
会
、定
期
総
会（
東

　
京
）及
び
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

　
総
会（
広
島
県
開
催
予
　

　
定
）、校
友
会
報
・
支
部
総

　
会
配
布
計
画（
案
）等

③
令
和
元
年
度
会
計
報
告

　
及
び
２
年
度
予
算（
案
）

④
令
和
２
年
度
支
部
会
費
に

　
つ
い
て

⑤
支
部
役
員
改
選
等

四
、そ
の
他
・
集
合
写
真

　
意
見
交
換
が
な
さ
れ
て
、

事
業
報
告
・
計
画
、会
計
報

告
・
予
算
案
等
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。今
回
は
特
に
支
部

校
友
会
の
衰
退
傾
向
の
下
で

の
総
会
参
加
者
や
支
部
会
費

に
つ
い
て
の
協
力
、支
部
役

員
の
選
出
等
が
話
し
合
わ
れ

て
、有
意
義
な
支
部
総
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
総
会
後
、同
会
場
で
夕
食

会
が
行
わ
れ
、賑
や
か
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。次
回（
令
和
２
年
12

月
第
１
土
曜
日
）は
今
回
以

上
の
出
席
を
願
っ
て
再
会
を

約
し
、18
時
に
散
会
し
ま
し
た
。

　
　（
文
責
　
佐
伯
　
和
夫
）

発
行
、１
月
号
、７
月
号
。

三
、役
員
改
選
　
支
部
長
坂

本
育
穂
。副
支
部
長
宮
崎
健

治
、河
津
和
彦（
新
）。幹
事

（
会
計
）岩
崎
幸
夫
、周
藤
昇
、

河
野
義
男
、村
上
謙
武
、酒

井
實
三
。

四
、そ
の
他

◇
大
原
義
隆
氏（
昭
和
35
・

文
）ご
逝
去
。令
和
１・８
・

27
。当
支
部
よ
り
香
典
。

◇
鳥
取
県
校
友
５
名
に
島
根

県
総
会
へ
の
オ
ー
プ
ン
参
加

を
呼
び
か
け
。機
能
せ
ず
と

の
回
答
あ
り
不
参
加
。

※

副
支
部
長
に
河
津
氏
を
増

員
。今
後
の
校
友
会
活
性
化

に
大
な
る
期
待
。

　
令
和
元
年
度
徳
島
県
支

部
総
会
が
10
月
27
日
㈰
、徳

島
市
の
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。総
会
に
は
、

80
代
前
半
、70
代
後
半
、70

代
前
半
、60
代
後
半
、50
代

後
半
の
５
名
の
校
友
が
出
席

し
た
。

　
平
成
30
年
度
の
事
業
報

告
、決
算
報
告
及
び
会
計
監

査
報
告
と
、令
和
元
年
度
事

業
計
画
及
び
予
算
案
に
つ
い

て
、土
井
支
部
長
か
ら
報
告

が
あ
り
、審
議
の
結
果
、原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、支
部
の
活
性
化

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

　
会
費
の
納
入
者
が
年
々
減

少
し
、尻
す
ぼ
み
の
現
状
で

あ
る
が
、資
金
面
で
は
校
友

会
本
部
か
ら
支
部
総
会
及
び

会
報
発
送
に
補
助
金
が
い
た

だ
け
る
の
で
、こ
れ
ら
を
有

効
に
利
用
し
、支
部
の
活
動

を
活
性
化
す
る
こ
と
を
確
認

し
て
、会
を
終
え
た
。

　   （
文
責
　
土
井
　
榮
次
）

※

老
齢
化
、新
入
皆
無
等
で

会
員
減
少
止
ま
ら
ず
。

※

懇
親
会
は
後
日
を
約
し
て

愉
快
に
散
会
。

       （
文
責
　
坂
本
　
育
穂
）

　
宮
崎
県
支
部
総
会
は
、２

０
２
０
年
１
月
25
日
㈯
16
時

30
分
か
ら
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
前
年
度
の
活
動
報
告
・
決

算
報
告
・
監
査
報
告
を
認
定
、

令
和
元
年
度
事
業
及
び
予

算
を
承
認
し
ま
し
た
。ま
た
、

昨
年
11
月
沖
縄
県
で
開
催
さ

れ
た
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
の

報
告
、次
回
開
催
地
の
長
崎

県
よ
り
予
定
期
日
等
の
提
案

が
あ
り
承
認
さ
れ
た
こ
と
も

報
告
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、

令
和
３
年
度
に
は
長
崎
県
開

催
の
予
定
で
あ
り
、会
員
へ

の
周
知
も
含
め
て
支
部
総
会

を
８
月
開
催
と
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
に
、同
ホ
テ

ル
に
開
催
さ
れ
た
第
65
回
日

本
大
学
校
友
会
宮
崎
県
支

部
総
会
に
参
加
し
、懇
親
会

で
は
他
学
部
校
友
と
の
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

    （
文
責
　
青
木
　
眞
州
男
）

　
澄
み
わ
た
っ
た
秋
晴
れ
の

な
か
、令
和
元
年
11
月
９
日

㈯
正
午
、広
島
県
支
部
の
３

人（
途
中
１
人
合
流
）は
広

島
駅
を
出
発
し
た
。１
泊
２

日
の
奈
良
・
広
島
支
部
交
流

と
正
倉
院
展
研
修
で
あ
る
。

実
は
、昨
年「
大
き
く
動
い
て
、

交
流
を
深
め
、見
識
を
広
げ

よ
う
」と
、ブ
ロ
ッ
ク
を
越
え

た
交
流
を
計
画
し
た
。し
か

し
、昨
年
広
島
は
豪
雨
災
害

で
死
者
が
出
る
大
惨
事
に
見

舞
わ
れ
た
た
め
、見
送
っ
た
。

よ
う
や
く
今
回
実
現
し
た
。

　
日
程
は
、初
日
が
正
倉
院

特
別
展
、仏
像
記
念
館
と
支

部
交
流
懇
親
会
。２
日
目
は

南
都
八
景
め
ぐ
り
、東
大
寺

の
拝
観
と
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
総

校
　 友    

だ
　 よ    

り

奈
良
・
広
島
支
部
交
流
会
と

　
　
　
　
正
倉
院
展
研
修
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

広
島
県
支
部
長   

　　
谷
川
正
徳

会
へ
の
参
加
で
あ
る
。

　
私
に
と
っ
て
奈
良
は
初
め

て
の
経
験
だ
け
に
、見
る
も

の
全
て
が
感
動
に
次
ぐ
感

動
。し
か
も
日
本
を
代
表
す

る
重
要
宝
物
だ
け
に
、歴
史

の
重
み
を
全
身
で
受
け
つ
つ

体
験
し
た
。

　
正
倉
院
展
で
は
、今
年
は

天
皇
即
位
を
祈
念
し
、宝
庫

を
代
表
す
る
宝
物
が
特
別
に

勢
揃
い
、入
館
も
長
蛇
の
列

で
中
に
入
れ
な
い
。６
扇
揃
っ

て
出
陳
さ
れ
た
鳥
毛
立
女
屏

風
な
ど
は
、二
度
と
見
ら
れ

な
い
も
の
で
圧
巻
だ
っ
た
。

夜
の
交
流
懇
談
会
で
は
、東

京
、三
重
、広
島
、奈
良
か
ら

活
動
の
報
告
が
あ
っ
た
。昭

和
42
年
か
ら
の
校
友
会
の
立

ち
上
げ
時
の
苦
労
話
、支
部

の
運
営
、支
部
年
会
費
、総

会
参
加
者
増
強
、等
々
。

　
２
日
目
は
、東
大
寺
の
拝

観
。建
築
物
の
威
容
の
凄
さ
、

大
仏
の
大
き
い
こ
と
、天
平

時
代
か
ら
国
の
無
事
安
穏
を

見
守
っ
て
き
た
こ
と
を
思
え

ば
感
慨
深
い
。見
上
げ
れ
ば

首
が
痛
く
な
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
。こ
の
日
は
外
国
人
の
見

物
者
が
多
い
の
に
び
っ
く
り
。

　
一
方
、な
ぜ
こ
ん
な
建
造

物
が
必
要
だ
っ
た
の
か
、そ

の
由
縁
は
何
か
は
、一番
聞
き

た
い
と
こ
ろ
。説
明
に
よ
れ

ば
、新
羅
と
の
外
交
関
係
の

悪
化
、内
乱
、飢
饉
、災
害
、

疫
病
の
流
行
も
あ
り
、救
済

を
仏
法
に
求
め
た
と
の
こ
と
。

で
も
、そ
の
絶
大
な
権
力
と

国
家
を
思
う
信
念
の
強
さ
に

は
、な
お
想
像
す
る
に
私
の

域
を
超
え
る
。

　
午
後
は
、『
暗
夜
行
路
』を

完
結
し
た
志
賀
直
哉
旧
居
で

の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
で
あ

る
。本
部
の
鈴
木
会
長
も
参

加
さ
れ
、各
府
県
の
紹
介
、

活
動
報
告
、大
形
弘
氏
の
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、高
取
町
の

植
村
町
長
の
講
演
も
あ
り
、

大
変
に
充
実
し
た
総
会
で

あ
っ
た
。

　
今
回
、交
流
で
感
じ
た
こ

と
は
、関
西
か
ら
何
で
も
一つ

つ
か
み
取
っ
て
帰
ろ
う
と
意

識
の
変
革
が
あ
っ
た
こ
と
、

校
友
会
活
動
に
本
気
に
な
れ

た
こ
と
だ
と
思
う
。今
回
の

経
験
は
、こ
れ
か
ら
の
自
身

の
人
生
に
、支
部
の
活
動
に
、

お
お
い
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
誓
っ
た
。

　暖

　簾

　盛
岡
市
内
に
あ
る
「
わ
ん
こ

そ
ば
」
の
店
の
暖
簾
。
予
約
の

団
体
客
が
ひ
っ
き
り
な
し
で
、

と
う
と
う
食
べ
る
こ
と
が
で
き

な
く
て
残
念
だ
っ
た
。

　
香
川
県
支
部

　　　　

  

　　

               

小
西
長
之
助

町
ま
ち
の

文
字

町
ま
ち
の

文
字
（37）




